

































































































































































阿部 操 (日大 ･松戸歯)
現代人の多くは不正噴合を有しており､特に草
生が高い割合を占めている｡この原因として井上
ら (1986)は古人骨の形態苅杢およびマウスによ
る扶余実験から食生態の快食傾向への変化により
顎骨が退化し小さくり､頓と歯の大きさに不調和
(アーチレングスディスクレパンシー)が生じた
ためと考察している｡
そこで食生態を含めた環境の変化が顎骨に与え
る影響を調査する目的で､屋久島で捕獲されモン
キーセンタ 犬ー山野猿公苑で飼育された苅l世代
(♀9､♂4)､第2世代 (♀9､♂6)､第3世
代 (♀2)および第4世代 (♀2)のヤクシマザ
ル成獣の乾燥頭蓋を用いて､側貌頭部X線規格写
真を撮影し計測点間距離および角皮計測を行った｡
また､雌において歯列弓の計測を行った｡
その結果､側貌頭部X線規格写fl計測では第1
世代と邦2世代を比較して有意 (P<0.05)
に変化したものとして第2世代の方が雌雄とも下
顎骨休部と下顎既部とのなす角が小さくなり､ま
た､雌は功の短縮が認められ､′雄は顔面高および
上下顎骨の長さの増大が認められた｡個体数が比
較的に揃った雌において世代間の違いを分析する
ため正準判別分析を行った結果､第1世代､第2
世代および第3世代と第4世代を合わせた群との
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